
親しみやすい顔の見える関係づくり

町内会・自治会運営のヒント

２０２２年１２月３日

株式会社GLOCAL DESIGN

酒本 宏



６００以上の町内会・自治会の皆さんと意見交換

酒本 宏（さけもと ひろし）

• 株式会社Glocal Design（グローカルデザイン） 代表取締役
• 株式会社KITABA 代表取締役

• 技術士（都市及び地方計画部門・総合監理部門）
• 北海道大学工学部非常勤講師（コミュニティデザイン）
• 北海学園大学非常勤講師
• 札幌市 まちづくりセンターアドバイザー

• 全国商店街支援センター・アドバイザー
• 一般社団法人 北海道観光を考えるみんなの会 事務局長

• 札幌市内の町内会の総務部長
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プロジェクト（市民自治・コミュニティデザイン関連のみ）
• 2005年 札幌市市民活動促進条例策定支援

（市民まちづくり活動促進条例）
• 2006年 札幌市自治基本条例に関連した子どもワークショップ
• 2007年 ｢区民協議会のあり方等に係わるアドバイザー会議」運営業務

東区まちづくり参加入門講座コーディネーター
• 2008年 市民まちづくり活動基本計画策定支援
• 2009年 市民による集中評価会議コーディネーター
• 2011年 まちづくりセンター機能PRによる市民活動促進事業
• 2012年 地域力強化に向けた総合サポート事業企画運営業務
• 2013年 町内会による加入促進活動支援事業企画運営
• 2014年〜札幌市、仙台市や函館市、千歳市、上富良野町、滝川市、

砂川市などで町内会活性化関連の講演などを多数
• 2020年 札幌市町内会アドバイザー派遣業務
• 2021年 横浜市瀬谷区、埼玉県戸田市、北海道斜里町で講演

著書
• 道の駅／地域産業振興と交流拠点 編集・共著
• 「集落営農」／農山村の未来を拓く 共著
• 「ご当地ラーメン」の地域ブランド戦略 共著
• 「エコタウン」が地域ブランドになる時代 共著
• 農産物直売所／それは地域との「出会いの場」 共著
• 「村」の集落ビジネス 中山間地域の自立と産業化 共著 など
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今日の話題

1. 町内会の現状と必要性・価値 P 4

2. 町内会・自治体の担い手不足対応のヒント
P17

3. 新たなつながりで地域コミュニティを活性化
P26

4. 新たなつながりは３つの「かけ」から P30
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１．町内会の現状と必要性・価値
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（１）町内会・自治会の必要性・価値

住んでみたいまち
住み続けたいまち

地域の価値を高める
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安心・安全なコミュニティ
適度な人のつながりと交流
災害時の助け合い
楽しい暮らし

町内会・自治会が
地域コミュニティを支える

地域コミュニティの担い手は町内会・自治会



• まちづくりや環境評価などでその効果を貨幣換算できない時に使う 「ヘ
ドニック法」をヒントにすると、町内会の活動の価値は以下のように考え

ることができます。

• 町内会の活動によって、助け合いや交流があり、安心なコミュニティが
形成されていて、さらにごみ集積所の管理や清掃、花植えなどが行わ

れ、不動産価格が周辺地域に比べ1,000円/坪高いと仮定します。

• その時の町内会の活動が生み出す価値
60坪（会員の住宅平均坪数）×1,000円/坪 ×300世帯＝1,800万円
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町内会・自治会の活動は目に見えないだけで地域の価値を高めています

GLOCAL DESIGN 



GLOCAL DESIGN
7

（２）地域コミュニティはいま

高齢化

防災 孤独

子育て支援
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空き家ヤングケアラー
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孤独を感じている割合（％）

「特定非営利活動法人あなたのいばしょ」と 「国立研究開発法人 科学技
術振興機構(JST)」が2022年2月に実施した「コロナ禍での人々の孤独に
関する調査」では、孤独を感じている割合が最も高いのは20代で42.7%、
最も低いのは60代以上で23.7%となっています。

n=2017

●若い世代ほど「孤独」を感じている



（３）SNSでつながり活動する若い世代
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SNSでつながり
コミュニティをつくる

子育てサロン
学童保育

子ども食堂・地域食堂

コミュニティを必要とする
子育て世代

一時的な託児

子育て世代の交流スペース「hug*cafe BASE」
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●SNSを活用する子育て世代

• 子育て世代は、「情報収集・情報交換」「悩みや
体験の共有」「育児や発達の参考」などを目的に、
SNSを活用しています。

91人

14人

子育てでSNSを使っていますか

はい

いいえ
NHK Eテレ すくすく子育て情報 より
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実生活でのママ友づくり

わが子の記録
ストレス発散・愚痴を吐く

商品の口コミチェック

ママ同士の交流
娯楽・息抜き

育児や発達の参考

悩みや体験の共有
情報収集・情報交換

子育てでSNSを利用する目的・理由

（人）

子育て仲間同士の交流

実生活での子育て仲間づくり
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• 音声SNSアプリ「Wacha(ワチャ)」を運営する会社が、Z世代(1996年〜2008年生まれ)を主
なターゲットとして友達のつくり方などについてアンケートを行なっています。

• アンケートでは、SNSでひとのつながりをつくっている状況が読み取れます。

GLOCAL DESIGN 
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31.4%

12.4%
21.9%

20.0%

10.5%
3.8%

人と仲良くなるきっかけ

39.4%

32.4%

14.1%

8.5%
1.4%

4.2%

どのコミュニティでの友達が多いか

趣味や共通点で
つながる

食事や飲み会
学校や職場

SNSで大人数の
やりとり

SNSでの個人的
やりとり

友人からの紹介

SNSやオンライン

学校

職場

バイト先

サークル・学生団体
趣味・習いごと

●SNSでひととのつながりをつくる若い世代
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●子育て世代のニーズ・仙台にお住まいの子育て世代へのインタビューから

子育ての孤独の解消
• 育児中は社会から切り離され、一日中子どもと二人のことが多いため、おしゃべり
ができるような場が地域にあると嬉しい

• 近くに身内がいないため、緊急時に近隣の方に子どもを預けられるような仕組み
があると助かる

• 小学生になれば子供会に参加できるが、赤ちゃんの時は町内会に参加するきっ
かけがない

子どもたちの安全安心
• 子どもたちが安全に暮らせるように地域の見守りがしっかりしていると良い

多世代の交流
• お祭りのような子どもから高齢の方までが楽しめて、交流できる機会は大切だと思
う

• スポーツ大会のような多世代が楽しめるものなら参加しやすい
• 普段から地域の交流があるところは、災害のときもスムーズに避難所対応ができて
いたような印象がある



14

地域の情報で欲しいもの
• 学校のお便りや新しく建つ建物などの情報を得られるとよい

町内会には加入しているが、実態がわかりにくい
• 町内会の案内がないので、どんな活動をしているかはあまり知らない、見えにくい
• 町内会費は払っているが、何に使われているかわからない
• 活動に参加するきっかけがない
• 働きながら子育てをしているため、できないことが多い
• 回覧板は書類が多く、目を通すのが大変な時もある
• スマホで町内会の情報を見られるとよい

町内会で若い世代が活躍するために必要なこと
• 頻繁に集まることがは難しい
• 同期のような同年代の役員がいれば参加しやすい
• 電話メインの連絡はハードルが高い
• 引き継ぎがしっかりとされるとよい



（４）町内会・自治会を俯瞰すると
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担い手不足の対応と
新たな仕組みが必要

人口減少
高齢化
子育て支援
孤独死
見守り
災害対応
空き家 など

増える課題

町内会・自治会は
担い手不足

コロナで大きく
変化した暮らし

SNSでつながり
活動する若い世代

×
つながっていない
ニーズに対応できていない

町内会の実態が
見えない

町内会に参加する
きっかけがない
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２．町内会・自治会の担い手不足
対応のヒント



町内会・自治会の担い手不足の主な要因
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高齢化

役員の負担が大きい

閉鎖的印象

社会的
要因

ライフスタイル・価値観の多様化

ニーズとの乖離

運営的
要因

担い手不足の
要因

情報発信と広報の不足
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• 住民の高齢化と同時に、役員も高齢化が進み、担い手の確保が
難しい状況になりつつあります。

• 賃貸住宅などに暮らす若い世代は、職場と自宅の往復の中で町
内会組織を知らないこともあります。

• ライフスタイルの多様化により、住民の町内会への関心が低下し
ています。

• 新型コロナウィルスにより、ライフスタイルが大きく変わり、町内
会・自治会に求めるニーズが変わって来ています。

• コロナ禍では、自宅にいることが増えた若い世代が地域コミュニ
ティに関心を持ち始めています。
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高齢化

ライフスタイル・価値観の多様化
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• 地域住民の意思で運営される任意団体です。

• その運営は、ボランティア（有償ボランティアも含む）が基本です。

• ボランティア組織なのに、役員は「忙しい」などの課題があり、敬
遠されがちです。

• コロナ禍では、自宅にいることが増えた若い世代が地域コミュニ
ティに関心を持ち始めています。

• 若い世代は、比較的ボランティア意識がありますが、現状のまま
だと町内会に参加してもらうことが難しいことも考えられます。
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役員の負担が大きい
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●外部からは閉鎖的な印象〜オープンな運営

• 町内会の役員会が閉鎖的で、一部の役員だけで行われているといった印象が
あります。

• 役員会には誰もが自由に参加できるようにします。
• 役員会は多くの方が参加できる時間帯に開催するようにしましょう。
• 役員会をオンラインで開催することもこれからは必要です。

●役員の任期にも配慮

• 役員の任期が長いことも閉鎖的な印象を与えてしまいます。
• 役員の交代を促す仕組みも検討しましょう。

●世代交代や新たな人材を確保

• 在宅ワークなどで、地域コミュニティに関心を持ち始めた若い世代もいます。
• 世代交代を促すチャンスが来ています。
• 若い世代に届く情報発信が必要です。
• 若い世代が関心のあるテーマの活動について、協力を依頼してみましょう。
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閉鎖的印象
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●世代交代や新たな人材の確保

こんな町内会・自治会はありませんか？

• 役員同士の絆が強すぎる・仲が良すぎる
• 役員の男女比率の偏りが大きい
• 役員の任期が長い
• 役員会は平日の昼間が多い
• 新しいことはあまりやらない
• 行事は主に高齢者を対象にしている
• 町内会・自治会の情報を積極的には発信していない

残念ながら新しい人材が参加しにくい組織です
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• 本来、町内会の活動は、会員（住民）のニーズに対応し、『共
感』を得ることが基本です。

• 会員数が多い町内会は、役員と会員の距離が出来てしまい、
ニーズが十分把握できないこともあります。

• 多様化する会員（住民）のニーズを把握し、活動の棚卸しや新
たな活動を展開することが必要です。

• 新型コロナウィルス感染拡大によって、会員（住民）ニーズが大
きく変わって来ています。

• ニーズに対応することで、町内会の運営に理解を持ってもらい、
協力してもらうことが必要です。
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ニーズとの乖離
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７段階

６段階

５段階

４段階

３段階

２段階

１段階

■会員が望んでいる地域コミュニティにおける人のつながり

顔を知っていて会ったときに会釈をする程度

顔を合わせることもなく回覧板を回す程度

いつもあいさつをする

子どもやガーデニングなど共通テーマで会話をする

災害時など困ったことがある時は助け合う

お互いがそれぞれの家庭も知っている

深い交流
バーベキューを一緒にやったりしている

会員が望んでいる
人のつながり



町内会の活動は知られていない

• 町内会組織や活動が知られていないことが、担い手の不足につな
がっています。

• 町内会の活動の「見える化」で意識してもらうことが必要です。

多様な方法で情報発信

• 新聞を読まない、テレビを見ない、SNSの普及など、社会が大きく変
わっています。

• 回覧板だけでは会員（住民）に情報が届きません。
• SNSの活用や電子回覧板などの工夫が必要です。
• 「町内会だより」も地域の耳寄り情報を伝えるなど工夫が必要です。
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情報発信と広報の不足
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３．新たなつながりで
地域コミュニティを活性化
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子育てサロン
子どもイベント

子育てグループや
外部のNPO

町内会の学生
近郊の大学

情報発信
イベントの企画運営

企業・事業者

町内会・自治会はコーディネーター

外部のチームと連携して進める

LINEグループなどで連携が
容易にできるようになりました

（１）これからは連携して地域コミュニティを運営

GLOCAL DESIGN 
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美晴台自治会

美晴台の道に
愛称をつける会

子ども向けの
ワークショップ

愛称を活かした
イベント

交流

連携

うちの地区は
住みやすい

子ども向けの
イベントが多い

50年以上が経過した
住宅地にも関わらず
空き家が出ない

子育て世代が移り住んでくる

地域の価値が高くなった美晴台地区のしくみ

美晴台自治会
助け合いグループ

ハロウィンを行う
グループ
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４．新たなつながりは３つの「かけ」から
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（１）多様な「きっかけ」をつくりましょう
①あいさつ・声かけ
②町内会を知ってもらう
③多様な参加のきっかけをつくる

（２）さまざまな手段で「呼びかけ」をしましょう
多様なコミュニケーションツールで呼びかける
（電子回覧板、Instagram、Facebookページなど）

（３）顔の見える「しかけ」をつくりましょう
①顔の見える組織
②デジタルを活用して顔の見える町内会
③コミュニティの場づくり
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３つの「かけ」
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①あいさつ・声かけ

• 町内会の方々があいさつをして顔の見える関係づくりを推進しましょう。
• 子どもたちは覚えていてくれます。
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（１）多様な「きっかけ」をつくりましょう

GLOCAL DESIGN
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• 大学生が多く住んでいる町内会
• 町内会を紹介するチラシを配布し、町内会活動についてのアンケート
調査を実施

• アンケート回答の中には大学生から「アンケートで初めて町内会の存在
を知った」という声やフリーマーケットをしたい、というアイディアも出され
た。

②町内会を知ってもらう

（北海道札幌市北区幌北第７町内会）

GLOCAL DESIGN
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③多様な参加のきっかけをつくる

GLOCAL DESIGN



33

●町内会への多様な参加の仕方を用意

思い切り頑張りたい！

家庭や仕事を優先して
いいなら、手伝える

得意なことなら
手伝ってみたい

誰かと一緒なら
参加できるかも

• 夏祭りなどの行事を企画から
お任せ

• 仲間を集めて活動してもらう

• 友だちを呼んでもらい、一緒
に楽しく参加してもらう

• お祭りや清掃など人手が必要
なときに声かけ

• 無理ない範囲で活動してもらう

• SNSの投稿やホームページの
管理、広報物の作成など、得
意なことを生かしてもらう

GLOCAL DESIGN
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• 担い手不足が課題だったため、親子で参加でき
るイベントを開催し、子育て世代の町内会に対
するニーズを聞き取った。

• 普段、町内会活動に馴染みが少ない親子９組
が参加。

• イベント後の懇親会では町内会役員と仲良くな
る姿も見られた。

親子で参加できる凧揚げイベントの開催
（北海道札幌市札幌市清田区）

●気軽に参加できる多様なイベントを開催する

GLOCAL DESIGN
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• マンションが多く、子育て世代が多く居住している町内会。
• 近隣の公園を散歩し、周辺のコーヒーショップでお茶を飲むイベントを
実施（コーヒーチケットをプレゼント）

• 普段町内会との関わりの少ない子育て世代が親子で参加し、その後の
清掃活動などにも参加してくれるようになった。

のんびり公園をお散歩、コーヒーチケットをプレゼント
（北海道札幌市中央区円山第５町内会）

GLOCAL DESIGN



●子育てをきっかけに集まる〜北海道南幌町
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まちづくりサロンの開催

• まちづくりサロンで子育て支援のニーズや高齢
者の活躍の場づくりについて意見がだされた。

• 子育て世代をターゲットにサロンを開催し、子
育て世代のつながりをつくった。
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小さなアクション（子どもイベント）で関心を高める

10：00　受付（南幌中央公園 野外ステージ前）
10：15　開会
10：20　チーム分け
10：35　ミッションスタート～５つの謎解き～
11：10　お絵描き（南幌小学校音楽室）
12：00　閉会

プログラム

南幌中央公園のなぞをといて南幌中央公園のなぞをといて

になろう！になろう！

  7/10日
会場：南幌中央公園

10:00-12:00
（受付：野外ステージ前）

（開会：10:15～）

いつも遊んでいる南幌中央公園には、
みんなが知らないふしぎがあるかも！
ミッションをクリアして、
きみもポロレンジャーの一員になろう！
　　ポロレンジャーとは？
　　南幌町のふしぎやすてきなところを探したり、作ったり、お話したりするヒーローです！
　　ポロレンジャーとは？

ポロレッド ポロブルーポロイエロー ポロオレンジポログリーン

なんぽろちゅうおうこうえん

なんぽろちゅうおうこうえんあそ

うけつけ

かいかい

なんぽろちゅうおうこうえん

なぞと

やがい まえ

え か なんぽろしょうがっこうおんがくしつ

へいかい

いちいん

し

なんぽろちょう さが つく はな

参加者全員プレゼント！参加者全員プレゼント！参加者全員プレゼント！
さんかしゃぜんいん

ポロレンジャー
カード

ポロレンジャー
カード

オリジナル
バンダナ
オリジナル
バンダナ

キャベッチくん
グッズ

キャベッチくん
グッズ



• 災害時などの迅速な情報共有のため、電子回覧板としてLINE公式アカ
ウントの運用を検討

• パソコンやスマホ操作に詳しい若い世代の会員が会長声かけによって、
LINE公式アカウントの運用のサポートに参加

• LINE公式アカウントは、回覧板に登録を促す文章を掲示したり、イベン
トごとに登録を案内することで、認知度があがった
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●新たな取り組みをきっかけに参加してもらう

ヴェルビュータワー琴似町内会 LINE公式アカウント

災害情報・イベント情報なども
LINEで発信！

QRコード

ご登録の手順（QRコードから簡単３ステップ）

お問い合わせ：ヴェルビュータワー琴似町内会 会長 福田

090-5228-6502TEL

①ホーム画面の友だち追加
アイコンをタップ

●ご利用に関するお願い
・町内会以外の方には本アカウントのQRコードや発信する情報を共有しないように
お願いします。

・個別メッセージへの返信は行っておりませんので、ご了承ください。

②QRコードアイコンを
タップ

ヴェルビュータワー琴似町内会の
LINE公式アカウント

③QRコードを読み取り
「追加」をタップ

登録者が
増えてます！

災害時の避難状況や
地域の災害情報

町内会の防災活動の
取組情報

町内会の
交流イベント

安全な道や冬期の
危険な歩道などの情報

など、地域のお役立ち
情報を発信します！

会員の皆様に登録をお願いしています。以下の手順でぜひご登録ください。

LINE公式アカウント運用をきっかけにした若い世代の参加
（北海道札幌市西区ヴェルビュータワー琴似町内会）

GLOCAL DESIGN



（２）さまざまな手段で「呼びかけ」をしましょう

• 多様なコミュニケーションツールで呼びかけましょう

39

＋

LINEグループ
メッセンジャー（MESSENGER）

Instagram
MAIL（メール）

WEB（ホームページ）

オンライン会議

連絡事項

回覧板

掲示板

コミュニケーションツールの多様化

会議

電子回覧板
LINE公式アカウント
ゆいネットなど

今まで

GLOCAL DESIGN



●電子回覧板の導入イメージ

回覧板をPDFなどの
デジタルデータにする

回覧板のデジタルデータ
をホームページにアップ 回覧板アップのお知らせ

回覧板の確認
会員

電子回覧板
希望世帯

電子回覧板
希望世帯

電子回覧板希望世帯を
飛ばして回覧を回す

班長

担当役員

電子回覧板を導入後も従来の
回覧板と併用する

LINE公式アカウント

班長
マンションの掲示板
に回覧板を貼る

回覧板にQRコードをつけて
ホームページにアクセスし
てもらえるようにする

①電子回覧板

②従来の回覧板（戸建て）

③従来の回覧板（集合住宅）

回覧板の目
次の作成

40GLOCAL DESIGN



• 若い世代が多く居住しているという特性から、Instagramを用いた情
報発信を行なっている。

• ハロウィンや節分、新一年生のお祝いなど子ども向けのイベントの告
知や開催結果の報告などを行なっている。

• また、町内会の会費の案内やボランティアの募集などの案内も行
なっている。

41

Instagramを用いた町内会の情報発信
（北海道千歳市みどり台北町内会）

GLOCAL DESIGN



Facebookページで広報
（仙台市若林区今泉町内会）

• 町内会の情報をFacebookページで写真付きでアップし、広く周知
• お祭りなどのイベントはFacebookのイベントページ機能を用いて告知

42GLOCAL DESIGN
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充実した内容で町内会活動を親しみやすく

（北海道札幌市中央区宮の森中央町内会）

• 地域の特徴や町内会の役割を丁寧に紹介。
• 豊富な写真で町内会活動の様子をわかりやすく紹介し、町内会活動への参加を
呼びかけ、町内会に関わりの少ない世代にもどのような参加の方法があるかを紹
介している。
• 町内会の基本的情報や問い合わせフォームをホームページに掲載し、Facebook
ページは日々の活動報告や何気ない地域のニュースなどを紹介することで、より
町内会を身近に感じてもらえるような工夫がされている。

GLOCAL DESIGN
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代表的なSNSや電子回覧板ツール

札幌市発行「町内会の電子回覧板導入の手引き」より

GLOCAL DESIGN



世帯数が多い町内会は、顔の見える運営体制に見直すことも大切です。

GLOCAL DESIGN 45

会長

各部長
各ブロック長

ブロック長

ブロック役員
班長

班

役員

班

区

役員会で何してる？
会長の顔を知らない

予算・夏祭り・情報発信

ブロック長

ブロック役員

班長

班

顔の見える関係で実情にあった活動
デジタル化でフラットな体制へ

連絡会議

班

区

■顔の見える体制の見直しイメージ

①顔の見える組織

（３）顔の見える「しかけ」をつくりましょう
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デジタル化でフラットな体制

• デジタル化で従来の何層もあるピラミッド型の体制を取らなくても情報共有
や意思決定ができるようになってきています。

• デジタルで顔の見える関係づくりを進めましょう。

デジタル化の特徴

• 情報がすばやく一斉に届く（手渡しによる受取の時差がない）
• 緊急時の情報発信にも役立つ
• どこにいても情報が受け取れる
• 過去の内容が見返せる
• 若い世代も情報を受け取りやすい など



47

②デジタルを活用して顔の見える町内会
（北海道千歳市白樺町内会）

• 新型コロナウイルスの感染予防対策、ま
た、事業の効率化を目的として「Zoom」の
講習会を兼ねた役員会議のデモンスト
レーションが行われました。

• 高齢の役員も多い町内会ですが、スマホ
やパソコンの使い方などをお互いに学び
合いながら、町内会活動に活用していま
す。

Web会議ツール「Zoom」で町内会役員会・総会を実施

GLOCAL DESIGN
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③コミュニティの場づくり

• 団地の再生では、団地内のハードの資源（空き店舗、集会所、住棟）を
住民や地域市民・地域に開放して、「場」づくりを進めるケースが多いよ
うです。

• コミュニティの場づくりは地域コミュニティ活性化にとって大切なきっか
けであり、しかけです。
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●若い世代は身近な場所にコミュニティの場を望んでいる

コミュニティの場の要件
• 気軽に行ける
• 適度な会話がある
• 徒歩圏内
• 新規の人も行きやすい
• まちにあった景観（デザイン）
• 明るい雰囲気を持っている
• 家のリビングのような場所

GLOCAL DESIGN



50

• 役員の担い手不足や町内会行事に対する参加者の固定化が課題
• 近隣に大学があるため、学生や若者が多かったことなどから、世代間交
流事業として、町内会館で居酒屋を開催した。

• PTAや「おやじの会」、大学生なども手伝いに来てくれ、町内会に関わ
るきっかけになった。

●町内会館を居酒屋に（北海道札幌市豊平区旭水町内会）

GLOCAL DESIGN



●コミュニティの場づくりは参加型で

Community Build
• 空き家の活用を考えることで、地域コミュ
ニティの再構築・活性化につなげます。
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空き家

オーナーの把握・活用の交渉

住民参加による検討

空き家活用の方向性

運営組織

空き家のリノベーション
（地域のイベント）

OPEN
GLOCAL DESIGN 
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空き家・空き施設
コミュニティの場

地域の人々による
運営組織
NPOなど

ひとり暮らしの高齢者の
さりげない見守り

子育て世代を
コミュニティが支援

孤独を感じている
単身者との交流

コミュニティに関わる
きっかけ

ミニ図書館

コミュニティカフェ

地域食堂

学童保育

交流イベント

活用メニュー

ヘルスケア

ワークショップ

●空き家・空き施設を活用したコミュニティの場づくり

GLOCAL DESIGN 
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●コミュニティの場で様々な活動を展開

NPO法人麻生キッチンりあん：藤女子大・商店街とも連携して活動



●商店街の空き店舗（網走中央商店街）

54

• 商店街の空き店舗を活用して、市民が集まる
ことができるコワーキングスペースを整備しま
した。

• コワーキングスペースでは町内会の会議を開
催しています

GLOCAL DESIGN



●岩手県花巻市 コミュニティカフェ「こっぽら土澤」
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××
高齢者
支援

空き家
空き店舗

地域の女性
グループ

空き家からスタートした取り組みが高齢者住宅に

GLOCAL DESIGN 
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●札幌市 西区ふくい会館

• 2014年に閉鎖となった幼稚園の払い下げを受けて、会館のリノベー
ションを行いました。

• 多様な活動の場として広く利用されており、収益を生んでいます。

× ×
コミュニティ
の場

空き家
空き店舗

連合
町内会

GLOCAL DESIGN 



ワークショップ

顔の見える関係づくり
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グループで話し合うこと

ケーススタディをしましょう
【テーマ１】

• 最近、新たな住宅地（20戸）ができました。
• 子育て世代や40代前半の家族が引っ越してきました。
• 全世帯、町内会にはまだ加入していません。
• 新たな住宅地の皆さんと顔の見える関係をづくりをどのような手順で築き
ますか。

【テーマ２】

• 町内会には、賃貸マンションが多く若者や子育て世代多く住んでいます。
• 町内会費は、不動産会社を通じて収めてもらっていますが、町内会の活
動には参加してもらえていません。

• 災害時の助け合いなどを考えると、こうした賃貸マンションの若者や子育
て世代にも町内会活動に参加してもらいたと思っています。

• このような町内会で顔の見える関係づくりを何を行いますか。
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• 「きっかけ」をどのようにつくりますか
• 参加の「呼びかけ」をどのようにしますか
• 顔の見える「しかけ」は何をしますか
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きっかけのアイディア

顔の見えるしかけ

GLOCAL DESIGN

呼びかけの手段

テーマ１ テーマ２

きっかけのアイディア

呼びかけの手段

顔の見えるしかけ



ワークショップの進め⽅

l各グループの中で、「進行役」「書記」を決めてもらい、
グループでの意見交換を進めます。

l 「進行役」の方は、グループ内のメンバーから意見を
出してもらうなど話し合いの進行を行います。

l 「書記」の方は、グループメンバーの発言を付箋紙
に書き留めていきます。
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グループでの話し合いの進め⽅

①グループのメンバーで自己紹介

おひとり １分でお願いします！！

②各グループのなかで、「進行役」「書記」を

決めてください。

※指名でも、立候補でも、じゃんけんでもいいです！

※２分間で決めてください！

5分

2分
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話し合いのときの約束事

●話は短めに（話しすぎ注意）

●違ってて当たり前（否定しない）

●話をつなげる（話を楽しむ）

●アイデアは質より量

長くても2～3分/人くらいが目安です‼
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